
令和　8年　2月　17日 
 

地域密着型サービス 令和 7年度第 4回運営推進会議  
事業所名称…　　グループホームやつかの郷 
サービス種類…　認知症対応型共同生活介護 
会議開催日…　　令和　8年　2月　17日　　14：30～ 
開催場所…　　　グループホームやつかの郷本館 
出席者 

 
運営状況報告 
 
◎利用者状況　　入所者　　15名　…東ユニット 6名（男性 1名、女性 5名）、 

…西ユニット 9名（男性 2名、女性 7名） 
 

全体平均年齢　90.2歳　（前回 90.5歳）東平均 89.3歳、西平均 91.0歳　　 

 
 
全体平均要介護度　2.6（前回 2.7）東平均 2.7　西平均 2.5 

 
議題 
1. 活動状況報告 
〇研修報告　 

　「身体拘束について」12/12 
「身体拘束とは」について改めて学ぶ。身体拘束をしないといけない状況には必ず理由があるの　　　　　　　　　　

で、ご本人のしんどさがある事を理解して身体拘束を減らすだけでなく、より良い支援を目指し

ていくことが大切だと学んだ。 
 

 事業所　　 4 利用者 1人
 利用者家族 人 地域代表者 3人
 松江市職員 人 包括支援センター 1人
 知見を有する者 1人 その他（　　　　　） 人

 年　齢 ～64 65～69 70～74 75～79 80～84 85～89 90～94 95～99 100～
 男　性 0 0 0 0 0 1 2 0 0
 女　性 0 0 0 2 0 4 2 2 2

 要介護度 要支援 2 要介護 1 要介護 2 要介護 3 要介護 4 要介護 5
 男　性 1 1 1 　　1 0 0
 女　性 0 3 2 4 2 2



「感染症対策について」12/12 
「感染対策の基本」「標準予防策の重要性」「ごみの処理」について学んだ。様々なウイルスが存

在する為、日頃からマスクの着用、手指消毒が大切。利用者様の体調に気を配ることに加えて、

職員も毎日の出勤前の検温、家族と同居の場合の体調変化に留意し感染を広げない事が大切だと

学んだ。 
「看取り介護について」1/6 
身体的ケア、精神的ケア、家族へのケアについて学んだ。グループホームで看取りを行う介護職

の重要な心構えとして①生活の継続性②尊厳の保持③家族支援④医療機関との連携について強調

されているが、“尊厳の保持”一つをとっても十分に対応できているか？「その人らしさ」を尊

重、尊厳を守る事は介護職の大切な使命であるという事を再確認した、という意見が上がった。 
 
　○行事報告 
　「クリスマス会」12/18 
利用者様と一緒にケーキの飾りつけをし、お茶を楽しんだ。職員がサンタの衣装を着て一緒にク

リスマスソングを歌い、楽しく過ごせた。 
「正月遊び」1/1 
準備体操をしてから正月遊び（フライング福笑い、風船羽根つき）をする。 
フライング福笑いは、出来た顔を見て「べっぴんさんになったね」「こりゃ嫁の貰い手が無い

わ」と話され楽しまれていた。風船羽根つきは、うちわを持ってやってもらったが、白熱して手

で風船を打つ人もおられた。終わるころには「暑くなったわ」と汗ばむ人もおられた。終わって

からぜんざいを食べられ「おいしいね」と笑顔が見られた。 
「節分」2/3 
準備体操をしてから鬼に扮した職員に「鬼は～そと！」の掛け声と一緒にボールを投げて鬼を追

い払った。その後、カステラと煎茶でお茶を楽しまれた。当日誕生日の利用者様がおられ、一緒

に歌を歌い、和やかな会になった。 
 
《ご意見・ご感想》 
知見者「フライング福笑い楽しそうですね。デイでもやってみます。」 
包括「研修会とか行事は本館と新館で合同でされる事はありますか？」 
事業所「救命講習とか 3B体操とか一緒にやってます。コロナ以前は保育園児交流会や地域のボ
ランティアさんに踊りに来てもらったりしていましたが、今はまだ再開はしていません。先日、

市の方からもコロナ以前の動きに戻すように言われたので、来年度から戻していこうと思ってい

ます。」 
駐在「本館の方でも離苑の恐れのある方がおられますか？」 
事業所「出られても玄関くらいまでで帰られる人がおられます。ただ、帰る素振りを見せていな

かった人が急に行方不明になったという事例が過去にもあったので気を付けたいと思います。」 
駐在「何かあったらすぐに通報できるように、その日着ていた服などの特徴を伝えていただけｒ

ば捜索もしやすいのでよろしくお願いします。新入所の方が閉じ込められたと思って窓から助け



を求めて、それを見た人が通報するという事例がありますので注意してください。不審者が入っ

てきたという通報もあるので気を付けてください。」 
事業所「不審者の対応について質問等あれば駐在さんにお聞きすればよいですか？」 
駐在「本署が対応になりますので、日にちを決めて訓練に来て欲しいという事でしたら署員が不

審者役になって訓練をしますよ。」 
事業所「さすまたの使い方とかですか？そういう道具を使わずに、この施設内にあるもので対応

するって言ったらどうすればいいですか？」 
駐在「ここにある物だったら椅子とかを使って、相手との間にとにかく何か壁を作るといいです。

相手が刃物とかを持っていると危険なので。あとはスズメ蜂用のスプレーが噴射距離があるので

効果的です。こん棒みたいなものを置いておいて対応するのもいいと思います。つつくみたいな

感じじゃなくて振り回す方が相手がつかみにくいので効果的です。」 
事業所「訓練が必要ですね。」 
知見「今何が起きるか分からないですもんね。田舎だからと言って安心はできない。」 
事業所「八束町内でも空き巣が出たって聞きますし。高齢者の家は鍵がかかってないところが多

いですし。」 
地域「私の家も開けっ放しです…。」 
駐在「八束町の空き巣は旅行窃盗で、旅行しながら空き巣に入っていたみたいです。気を付けて

ください。」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※事業所確認欄 

 

 □活動報告についての評価を受けることができたか。 ○
 □要望・助言等受ける機会を設けたか。 ○


